
 

－10－ 

平成２８年度各会計予算案の大綱 

 

 

次に、平成２８年度各会計予算案の大綱について、ご説明申し上げます。 

 

平成２８年度は、「滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「滝川市財政健全化計画」を策定し

てから最初の予算となります。将来にわたって持続可能な市政運営を目指し、地方創生と財政健全化

を車の両輪として推進していくため、緊急度・重要度を鑑み、事業の取捨選択と重点化を行い編成し

たものです。 

現年収納率９７．９％を目標とした市税の確保のほか、事務事業の見直し、組織・人件費の見直し、

歳入確保対策など、財政健全化計画の内容を反映し、市政執行方針で申し上げた７つの柱に基づき、

予算を計上しました。 

 

この結果、 

 

一般会計 ２０８億 ８,０００万円 

特別会計 １０８億 ５,１８５万円 

下水道事業会計支出  ２７億 ２,６３６万円 

病院事業会計支出  ７５億 ３,６４６万円 

 

となり、各会計の歳出総額は４１９億９,４６７万円で、平成２７年度６月補正後予算と比較して、 

１．７％の減、金額では７億６４６万円の減となりました。 

 

次に、会計別の概要を申し上げます。前年度比は平成２７年度６月補正後予算との比較となります。 

 

一般会計におきましては、「滝川市財政健全化計画」に基づいて、前年度に対して２，６１５万円

減となる予算としましたが、地域経済の活性化を図るため、スポーツセンター第１体育館耐震改修事

業や栄町３－３地区優良建築物等整備事業補助などの実施、消費税率改定に伴う低所得者対策の臨時

福祉給付金や国の第１号補正による年金生活者等支援臨時福祉給付金を盛り込むことにより、 

  予算額 ２０８億８,０００万円で、前年度比０．１％減となっています。 

性質別にみますと、 

人件費については、組織・人件費の見直しなどにより、 

  予算額 ３５億８,０６６万円で、前年度比４．８％の減 

物件費は、保育所施設管理委託料の増などにより、 

  予算額 ２１億６１６万円で、前年度比３．０％の増 

扶助費は、概ね前年度同額となり、 

  予算額 ３６億２,３８５万円で、前年度比０．３％の増 

建設事業費は、学校改築事業の減などにより、 

  予算額 １５億４,６１１万円で、前年度比１１．８％の減 

 



 

－11－ 

公債費は、計画的な借り入れの成果などにより、 

  予算額 ２１億３,２９５万円で、前年度比３．７％の減となっています。 

 

次に、国民健康保険特別会計におきましては、後期高齢者支援金の減などにより、 

  予算額 ５７億９９８万円で、前年度比１．１％減 

公営住宅事業特別会計におきましては、建替事業費の減などにより、 

  予算額 ７億６,２１５万円で、前年度比１２．４％減 

介護保険特別会計におきましては、 

保険事業勘定は、保険給付費の増が見込まれるなどにより、 

予算額 ３６億６,２６３万円で、前年度比４．４％増 

介護サービス事業勘定は、介護予防支援事業費の減などにより、 

予算額 ７,８２０万円で、前年度比１３．９％減 

介護保険特別会計総体では、 

  予算額 ３７億４,０８３万円で、前年度比３．９％増 

後期高齢者医療特別会計におきましては、保険料率等の改定などにより、 

予算額 ５億５,１８１万円で、前年度比４．１％減  

土地区画整理事業特別会計におきましては、西二号通の工事費などの増により、 

予算額 ８,７０８万円、前年度比１２０．２％増 

下水道事業会計におきましては、管渠移設工事費の増などにより、 

  支出額 ２７億２,６３６万円で、前年度比５．６％増  

病院事業会計におきましては、建設改良費の減などにより、 

  支出額 ７５億３,６４６万円で、前年度比９．８％減となりました。 

 

 

次に、普通建設事業費の全体予算について、各会計毎にご説明申し上げます。 

 

一般会計では、 

栄町３－３地区優良建築物等整備事業補助金 ２億 ２,０００万円  

スポーツセンター第１体育館耐震改修事業費 ６億 ６,６８４万円  

などを含め、総額で １５億 ４,６１１万円  

公営住宅事業特別会計では、 ３億 ８,２３１万円  

土地区画整理事業特別会計では、  ７,７３８万円  

下水道事業会計では、 ３億 ４１万円  

病院事業会計では、  ９,９８５万円  

全体で前年度比２１．９％減の ２４億 ６０５万円 を計上しました。 

 

引き続き、施策の主なものについて、ご説明申し上げます。 
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はじめに、｢元気な産業と活力あるまちづくり｣についてです。 

持続可能な農業のための生産基盤・体制の確立については、 

農業生産基盤や基幹農業水利施設の整備のため、 

  道営土地改良事業負担金 ６３８万円 

道営土地改良事業計画樹立事業負担金 ３４１万円 を計上しました。 

力強い産業の育成・雇用の確保については、 

「リンゴを核とした６次産業化」や「観光振興事業」などの推進を図るため、 

「地域おこし協力隊」計９名分 ３，２８３万円  

産業振興・雇用創出・地域経済活性化の取り組みを支援するため、 

産業活性化協議会負担金 ３２０万円 を計上しました。 

 

 

次に、「豊かな資源を活かした魅力あふれるまちづくり」についてです。 

地域自ら取り組む地域振興事業の推進については、 

江部乙地域の魅力をより一層向上させる活動を支援するため、 

  「日本で最も美しい村」江部乙協議会交付金 １５０万円 を計上しました。 

集客・交流事業の推進については、 

より質の高いサービスを利用者に提供するため、 

  滝川ふれ愛の里整備事業 ９３５万円 を計上しました。 

 

 

次に、「機能的な生活基盤の充実したまちづくり」についてです。 

コンパクトで機能的な都市の形成については、 

都市環状軸の形成に向けた都市計画街路３・４・１５号西二号通の整備を実施するため、 

泉町土地区画整理事業 ７，７８５万円 

町内会等が管理している街路灯を電気料金の削減効果が大きいＬＥＤ灯への切り替えを促進するため、 

街路灯設置費補助金 ２,１３０万円 

市内経済の状況を考慮し、雇用環境を改善するとともにインフラなどの整備を図るため、 

  公共事業の実施 ２４億６０５万円 を計上しました。     

賑わいのある中心市街地の活性化については、 

栄町３－３地区における民間主導の再開発事業を支援するため、 

栄町３－３地区優良建築物等整備事業補助金 ２億２,０００万円 を計上しました。 

 

 

次に、「誰もが住みよい安全安心なまちづくり」についてです。 

バリアフリー化の推進については、 

滝川駅前広場の再整備を行い、バリアフリー化を実施するため、 
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  駅前広場整備事業 １億４,６７２万円 

 

市道のバリアフリー化を推進するため、 

歩道バリアフリー化事業 ２,０００万円 を計上しました。 

地域福祉・自立支援の充実については、 

民間事業者による認知症対応型共同生活介護事業所等の開設を支援するため、 

  介護サービス提供基盤地等整備事業費補助金 ８,０７７万円 

平成２６年度の消費税率改定に伴う低所得者対策の給付措置として、 

  臨時福祉給付金事業 ３,８５３万円 

同じく障害・遺族基礎年金受給者の給付措置として、 

  年金生活者等支援臨時福祉給付金事業 ２,１４０万円 

成年後見制度の相談対応や普及啓発、市民後見人の養成などを行うため、 

  成年後見支援事業 ６６４万円 を計上しました。 

安心して暮らせる保健・医療環境の充実については、 

平成２８年度から北海道でも実施されることになった日本脳炎予防接種に積極的に取り組むため、 

  日本脳炎予防接種 １,３７２万円 

少子化対策の推進に寄与するため、 

  不妊治療支援事業 ２００万円 

健康管理システムを活用し、さらに一歩進んだ健診・要精密検査未受診者の受診勧奨を行うため、 

  がん検診総合支援事業 １０２万円 を計上しました。 

災害に強いまちづくりについては、 

スポーツセンター第１体育館の耐震等改修工事の実施のため、 

  スポーツセンター第１体育館耐震等改修工事 ６億６,６８４万円 

広域消防事務組合・滝川消防署庁舎を移転建設するため、 

  消防本部・滝川消防署庁舎建設工事負担金 ２４５万円 

豪雪による市民生活への影響を最小限に抑えるため、 

  除雪車両購入費 ２，５２７万円 

  流雪溝監視システム更新 ２，２１６万円 を計上しました。 

 

 

次に、「未来へはばたく子どもたちを育むまちづくり」についてです。 

滝川市で教育を受けさせたいと思われる環境づくりについては、 

より安心で快適な学校環境を整備するため、 

  滝川第二小学校屋内運動場屋根改修事業 １,１２０万円 

西小学校改修等事業 ２,６１８万円 

  学校給食西小学校共同調理場増築外構整備事業 ７５０万円 

 

英語での表現力やコミュニケーション能力を向上させるため、 

  子どもの英語力向上事業 ４８万円 

子どもたちの主体的な学習意欲を喚起し、情報活用力などを育む事業を推進するため、 
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  調べる学習コンクール ５７万円 

 

就学機会の拡大と併せて地域産業を担う人材の定着を目指すため、 

  國學院大學北海道短期大学部修学奨励金 ６００万円 

  滝川西高等学校進学促進修学奨励金 １５８万円 を計上しました。 

 

 

次に、「市民が活躍するまちづくり」についてです。 

市民が生きがいを持って活躍する地域づくりについては、 

市民の健康増進、世代間交流、地域コミュニティの醸成などを推進するため、 

  まち自慢のパークゴルフ場整備事業 ４,２８８万円 

東京オリンピック・パラリンピック出場選手の合宿誘致に向け、 

  東京オリンピック・パラリンピック合宿誘致事業 ７６万円 

美術自然史館の企画展示を行うため、 

  企画展事業 ４１４万円 を計上しました。 

市民活動の推進については、 

豊かな市民生活や活力ある地域社会の実現をより効果的に行うため、 

  まちづくりセンターの指定管理化 １,３５１万円 

消費者センターにおける人材確保や研修機会の確立によりセンターの対応力の向上を図るため、 

  滝川地方消費者センターの機能強化 ４２０万円 

若者をはじめとした新たな担い手がまちづくりに参加しやすくするため、 

  市民が活躍するまちづくり活性化事業補助金 １００万円 を計上しました。 

 

 

次に、「効率的な行政運営によるまちづくり」についてです。 

文化ゾーン検討事業については、 

文化ゾーンの必要な「機能」に着目し施設整備方針の検討を行うため、 

  文化ゾーン検討事業 ９０万円 を計上しました。 

情報セキュリティ強化対策については、 

標的型メール等による攻撃など新たな脅威に対抗するため、 

  情報セキュリティ強化対策費 ６８３万円 を計上しました。 

社会保障・税番号制度への対応については、 

社会保障・税番号制度が導入されることに対応するため、 

  住民情報システム改修費 １,３３３万円 

  統合宛名システムとの連携構築 ２５９万円 

中間サーバープラットホーム運用管理負担金 ２１１万円 

障害福祉システム更新費 ７０２万円 

生活保護システム改修費 ６５万円 

健康管理システム改修費 １６２万円 を計上しました。 
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一般廃棄物最終処分場嵩上げ整備計画策定については、 

一般廃棄物最終処分場の延命化を図るため、 

  一般廃棄物最終処分場嵩上げ整備計画策定費 ７１４万円 を計上しました。 

滝の川斎苑改築基本計画策定については、 

施設の老朽化による改築に向け基本計画を策定するため、 

  滝の川斎苑改築基本計画策定負担金 ３００万円 を計上しました。 

第三セクターの経営健全化については、 

個別事業の見直しや経費節減などによる経営改善を促進し、第三セクターの経営を支援するため、 

  滝川振興公社貸付金 ６億３,３００万円 

  滝川グリーンズ貸付金 ３,５００万円 を計上しました。 

 

 

次に、これらに見合う平成２８年度一般会計歳入の主なものについてです。 

市税については、個人市民税の給与所得の増加や軽自動車税の重課分を考慮するなどにより前年比

増額で見込んだほか、法人市民税については、税制改正による法人税率の引き下げなどから減額で見

込みました。 

また、収納率については、現年分９７．９％、滞納繰越分１１．６％、合わせて８８．０％を確保

する予算としたところ、市税全体では、 

対前年１,４２９万円減の ４１億８,６７１万円 

 

地方交付税については、普通交付税、特別交付税を合わせて、 

  対前年４,３１７万円減の ７１億５,２０３万円 

 

その他の歳入としまして、 

  国庫支出金   ２９億７,１６３万円 

  道支出金    １１億８,６７５万円 

  市債      １６億１,９２３万円  を計上しました。 

 

基金繰入金については、平成２７年度６月補正後予算と比較し、１億２，２９４万円減の 

３億８,４２９万円を計上しております。 

 

 

以上、平成２８年度の各会計予算案の大綱について、申し上げました。 

厳しい財政運営の中にありますが、予算計上に当たっては、継続事業に一定の配慮を行ったほ

か、市民の皆様が元気に安心して暮らせるまちづくりを推進するために十分に配慮したところで

す。 

市民の皆様、市議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げ、慎重なるご審議と適切

なるご決定をいただきますよう重ねてお願い申し上げます。 


